
(57)【要約】

【課題】指紋センサに指の腹が接触し、さらに接地電極

に指が確実に接触するようにして、常に理想的な状態で

高精度の指紋認識を可能とすること。

【解決手段】指紋を検出する指紋センサ１０と、指紋検

出時に対向電極となる指を接地電位とするための接地電

極３と、前記指紋センサ１０と前記接地電極３が取り付

けられる絶縁性の基板１とを備え、指紋の検出を行うと

き、前記基板１を指紋を検出する指と他の指とで挟む構

造とする。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
指 紋 を 検 出 す る 指 紋 セ ン サ と 、
　 指 紋 検 出 時 に 対 向 電 極 と な る 指 を 接 地 電 位 と す る た め の 接 地 電 極 と 、
　 前 記 指 紋 セ ン サ と 前 記 接 地 電 極 が 取 り 付 け ら れ る 絶 縁 性 の 基 板 と を 備 え 、
　 指 紋 の 検 出 を 行 う と き 、 前 記 基 板 を 指 紋 を 検 出 す る 指 と 他 の 指 と で 挟 む 構 造 と す る こ と
を 特 徴 と す る 指 紋 認 識 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 接 地 電 極 は 、 前 記 基 板 の 同 一 平 面 で 前 記 指 紋 セ ン サ の 周 囲 に 配 置 さ れ る こ と を 特 徴 と
し た 請 求 項 １ 記 載 の 指 紋 認 識 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 接 地 電 極 は 、 前 記 指 紋 セ ン サ が 配 置 さ れ て い る 前 記 基 板 の 裏 面 に 配 置 さ れ る こ と を 特
徴 と し た 請 求 項 １ 記 載 の 指 紋 認 識 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 基 板 は 、 垂 直 に 固 定 さ れ る こ と を 特 徴 と し た 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か に 記 載 の 指 紋 認
識 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 接 地 電 極 を 押 圧 す る こ と に よ り 作 動 す る ス イ ッ チ を 備 え 、
　 前 記 ス イ ッ チ が 作 動 し た 時 、 指 紋 の 検 出 を 開 始 す る こ と を 特 徴 と し た 請 求 項 １ ～ ４ の い
ず れ か に 記 載 の 指 紋 認 識 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 指 紋 を 特 定 す る た め 効 果 的 な 指 紋 検 出 を 行 う こ と が で き る 指 紋 認 識 装 置 に 関
す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 情 報 処 理 装 置 に お い て 、 本 人 以 外 の オ ペ レ ー シ ョ ン を 排 除 す る た め の セ キ ュ リ テ ィ 対 策
と し て 数 々 の 方 式 が 存 在 す る が 、 指 紋 認 識 装 置 は 小 型 で 簡 単 な 方 式 で あ る こ と 、 安 価 で あ
る こ と か ら 、 広 く 一 般 に 普 及 し て き て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 指 紋 認 識 装 置 で は 、 一 般 に は 指 紋 セ ン サ は 水 平 に 設 置 さ れ て お り 、 そ の 上 に 指 を お い て
指 紋 を 検 知 す る 。 静 電 式 指 紋 セ ン サ の 場 合 は 、 指 は 接 地 さ れ た 電 極 と し て の 役 目 を 果 た す
（ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 図 ５ は 従 来 の 指 紋 セ ン サ の 説 明 図 で あ る 。 図 ５ に お い て 、 静 電 式 の セ ン サ で あ る 指 紋 セ
ン サ １ ０ に は 、 二 酸 化 シ リ コ ン 等 の 絶 縁 体 （ 基 板 ） の 中 に 複 数 の 検 出 素 子 １ ２ が 等 間 隔 に
配 列 さ れ て い る 。 接 地 さ せ た 指 １ ６ を 指 紋 セ ン サ １ ０ の 表 面 に 接 触 さ せ る と 、 指 の 指 紋 の
山 １ ８ が 検 出 素 子 １ ２ に 近 づ き 、 近 づ い た 検 出 素 子 １ ２ の 電 極 と の 間 で 容 量 変 化 が 生 じ る
。 こ の 容 量 変 化 は 指 紋 の 山 １ ８ の 部 分 で 大 き く 、 谷 １ ９ の 部 分 で 小 さ く な る 。 こ の た め 、
こ の 容 量 変 化 を ２ 次 元 画 像 と し て 検 出 し て 、 指 紋 認 識 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 図 ６ は 従 来 の 指 紋 認 識 装 置 の 説 明 図 （ １ ） で あ る 。 図 ６ に お い て 、 指 紋 認 識 装 置 の 断 面
を 示 し て お り 、 指 紋 認 識 装 置 に は 、 絶 縁 基 板 １ の 中 央 に 指 紋 セ ン サ １ ０ が あ り 、 指 紋 セ ン
サ １ ０ の 周 囲 を 囲 う よ う に 接 地 電 極 ３ が 配 置 さ れ る 。 こ の 図 ６ （ 断 面 図 ） の よ う に 指 が 接
地 電 極 ３ に 接 触 す る よ う に 置 く こ と が 前 提 と な る 。 指 を 指 紋 セ ン サ １ ０ の 検 出 面 に 平 行 に
置 く こ と で 、 指 紋 認 識 装 置 の 接 地 電 極 ３ が 指 １ ６ で 接 触 し て 正 常 な 動 作 が 行 わ れ 、 同 時 に
指 １ ６ の 腹 の 部 分 が 指 紋 セ ン サ １ ０ の セ ン サ 面 に 密 接 し 、 精 度 の 高 い 指 紋 の 認 識 が 行 え る
。 こ の よ う に 指 紋 認 識 を 行 う に は 、 指 紋 認 識 を 行 う 指 １ ６ が 指 紋 セ ン サ １ ０ と 接 地 電 極 ３
に 同 時 に 接 触 す る 必 要 が あ っ た （ 例 え ば 、 特 許 文 献 ２ 、 ３ 参 照 ） 。
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【 ０ ０ ０ ６ 】
　 図 ７ は 従 来 の 指 紋 認 識 装 置 の 説 明 図 （ ２ ） で あ る 。 図 ７ に お い て 、 指 紋 認 識 装 置 の 認 識
精 度 が 低 下 す る 場 合 の 説 明 で あ り 、 指 紋 認 識 を 行 う 指 １ ６ が 接 地 電 極 ３ に 接 触 し て い な い
も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 指 紋 認 識 装 置 を マ ウ ス に 取 り 付 け た タ イ プ が あ る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 ４ 、 ５ 参 照
） 。 さ ら に 、 光 学 式 で は 、 指 を 斜 面 部 に 置 く 構 造 と し た も の も 考 え ら れ て い た （ 例 え ば 、
特 許 文 献 ３ の 図 ８ 参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 米 国 特 許 第 ６ ０ １ ６ ３ ５ ５ 号 明 細 書
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 １ １ － １ ５ ５ ８ ３ ７ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ２ ２ ２ ５ ５ ５ 号 公 報
【 特 許 文 献 ４ 】 特 開 平 １ ０ － １ ４ ３ ２ ７ ０ 号 公 報
【 特 許 文 献 ５ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ２ ８ ４ ９ ０ ５ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 従 来 の も の は 、 指 を 置 く 位 置 の 構 造 も 様 々 あ る が 、 個 人 個 人 の 指 の 置 き 方 も 様 々 で
あ り 、 例 え ば 図 ７ に 示 し た よ う に 指 紋 セ ン サ １ ０ に 指 先 を 置 く だ け の 時 も あ る 。 こ の 場 合
は 、 指 が ア ー ス （ 接 地 電 極 ３ ） に 接 触 し な い の み な ら ず 、 指 紋 デ ー タ も 指 先 だ け と な り 認
識 精 度 が 著 し く 低 下 す る も の で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 通 常 人 が 指 先 を 机 上 に 置 く 動 作 は 、 指 先 を 置 く の が 普 通 の 動 作 で あ る 。 即 ち 、 図 ７ に 示
し た 状 態 で あ る 。 し か し 、 単 体 の 指 紋 認 識 装 置 は 指 紋 セ ン サ を 水 平 に 置 き 、 指 を セ ン サ 面
に 沿 っ て 水 平 に 置 く こ と を 期 待 し て 配 置 さ れ て い る 。 こ の 理 由 は 、 指 紋 認 識 装 置 が コ ン パ
ク ト に で き る か ら で あ っ た 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 静 電 式 の 指 紋 セ ン サ を 使 用 し た 指 紋 認 識 装 置 に 関 し て 、 指 紋 セ ン サ 周 囲 に 配 置 さ れ た ア
ー ス （ 接 地 電 極 ） を い か に 精 度 よ く 指 に 接 触 さ せ る か 重 要 と な る 。 し た が っ て 、 本 発 明 は
、 指 紋 認 識 を 行 う 指 と 他 の 指 と で 指 紋 認 識 装 置 を 挟 ん で セ ン サ 面 に 所 望 の 指 を 置 く こ と で
、 常 に 理 想 的 な 状 態 、 つ ま り 指 紋 セ ン サ に 指 の 腹 が 接 触 し 、 さ ら に 指 紋 セ ン サ 周 囲 に 配 設
さ れ た 接 地 電 極 に 確 実 に 接 触 す る よ う に し て 、 高 精 度 の 指 紋 認 識 が 行 え る よ う に す る こ と
を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 １ は 本 発 明 の 指 紋 認 識 装 置 の 説 明 図 で あ る 。 図 １ 中 、 １ は 基 板 （ 本 体 基 板 ） 、 ２ は 台
、 ３ は 接 地 電 極 、 １ ０ は 指 紋 セ ン サ 、 １ ６ は 指 紋 を 検 出 す る 指 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 の 課 題 を 解 決 す る た め 次 の よ う に 構 成 し た 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 （ １ ） ： 指 紋 を 検 出 す る 指 紋 セ ン サ １ ０ と 、 指 紋 検 出 時 に 対 向 電 極 と な る 指 を 接 地 電 位
と す る た め の 接 地 電 極 ３ と 、 前 記 指 紋 セ ン サ １ ０ と 前 記 接 地 電 極 ３ が 取 り 付 け ら れ る 絶 縁
性 の 基 板 １ と を 備 え 、 指 紋 の 検 出 を 行 う と き 、 前 記 基 板 １ を 指 紋 を 検 出 す る 指 と 他 の 指 と
で 挟 む 構 造 と す る 。 こ の た め 、 指 紋 セ ン サ に 指 の 腹 が 接 触 し 、 さ ら に 指 紋 セ ン サ の 周 囲 や
裏 面 に 配 設 さ れ た 接 地 電 極 に 指 が 接 触 す る の で 、 常 に 理 想 的 な 状 態 で 高 精 度 の 指 紋 認 識 が
可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 （ ２ ） ： 前 記 （ １ ） の 指 紋 認 識 装 置 に お い て 、 前 記 接 地 電 極 ３ は 、 前 記 基 板 １ の 同 一 平
面 で 前 記 指 紋 セ ン サ １ ０ の 周 囲 に 配 置 さ れ る 。 こ の た め 、 基 板 を 指 紋 を 検 出 す る 指 と 他 の
指 と で 挟 ん だ 時 、 指 紋 セ ン サ の 周 囲 に 配 設 さ れ た 接 地 電 極 に 指 が 接 触 す る の で 、 確 実 に 指
が 接 地 さ れ 高 精 度 の 指 紋 認 識 が 可 能 と な る 。
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【 ０ ０ １ ５ 】
　 （ ３ ） ： 前 記 （ １ ） の 指 紋 認 識 装 置 に お い て 、 前 記 接 地 電 極 ３ は 、 前 記 指 紋 セ ン サ １ ０
が 配 置 さ れ て い る 前 記 基 板 １ の 裏 面 に 配 置 さ れ る 。 こ の た め 、 指 紋 セ ン サ に 指 の 腹 が 接 触
し 、 さ ら に 指 紋 セ ン サ の 裏 面 に 配 設 さ れ た 接 地 電 極 に 指 （ 例 え ば 、 親 指 ） が 接 触 す る の で
、 さ ら に 確 実 に 指 が 接 地 さ れ 高 精 度 の 指 紋 認 識 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 （ ４ ） ： 前 記 （ １ ） ～ （ ３ ） の 指 紋 認 識 装 置 に お い て 、 前 記 基 板 １ は 、 垂 直 に 固 定 さ れ
る 。 こ の た め 、 人 間 が 、 例 え ば 親 指 と 指 紋 を 検 出 す る 他 の 指 で 基 板 を 挟 む と き は 必 然 的 に
他 の 指 の 腹 を 当 て る よ う に な り 、 指 紋 検 出 に は 望 ま し い 状 態 と な り 、 し か も あ る 程 度 の 力
で 挟 む の で 、 接 地 電 極 に 必 ず 接 触 す る 状 態 が 自 然 の 動 作 の 中 か ら で き る （ 使 い や す い 構 造
と な る ） 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 （ ５ ） ： 前 記 （ １ ） ～ （ ４ ） の 指 紋 認 識 装 置 に お い て 、 前 記 接 地 電 極 ３ を 押 圧 す る こ と
に よ り 作 動 す る ス イ ッ チ を 備 え 、 前 記 ス イ ッ チ が 作 動 し た 時 、 指 紋 の 検 出 を 開 始 す る 。 こ
の た め 、 必 要 な 時 の み 指 紋 認 識 動 作 を さ せ る こ と が で き 、 雑 音 等 に よ る 誤 動 作 を 防 止 す る
こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 次 の よ う な 効 果 が あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 （ １ ） ： 指 紋 の 検 出 を 行 う と き 、 基 板 を 指 紋 を 検 出 す る 指 と 他 の 指 と で 挟 む 構 造 と す る
た め 、 指 紋 セ ン サ に 指 の 腹 が 接 触 し 、 さ ら に 指 紋 セ ン サ の 周 囲 や 裏 面 に 配 設 さ れ た 接 地 電
極 に 指 が 接 触 す る の で 、 常 に 理 想 的 な 状 態 で 高 精 度 の 指 紋 認 識 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 （ ２ ） ： 接 地 電 極 は 、 基 板 の 同 一 平 面 で 指 紋 セ ン サ の 周 囲 に 配 置 さ れ る た め 、 基 板 を 指
で 挟 ん だ 時 、 指 紋 セ ン サ の 周 囲 に 配 設 さ れ た 接 地 電 極 に 指 が 接 触 す る の で 、 確 実 に 指 が 接
地 さ れ 高 精 度 の 指 紋 認 識 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 （ ３ ） ： 接 地 電 極 は 、 指 紋 セ ン サ が 配 置 さ れ て い る 基 板 の 裏 面 に 配 置 さ れ る た め 、 基 板
を 指 で 挟 ん だ 時 、 指 紋 セ ン サ に 指 の 腹 が 接 触 し 、 さ ら に 指 紋 セ ン サ の 裏 面 に 配 設 さ れ た 接
地 電 極 に 指 が 接 触 す る の で 、 よ り 確 実 に 指 が 接 地 さ れ 高 精 度 の 指 紋 認 識 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 （ ４ ） ： 基 板 が 、 垂 直 に 固 定 さ れ る た め 、 人 間 が 、 例 え ば 親 指 と 指 紋 を 検 出 す る 他 の 指
で 基 板 を 挟 む と き は 必 然 的 に 他 の 指 の 腹 を 当 て る よ う に な り 、 指 紋 検 出 に は 望 ま し い 状 態
と な り 、 し か も あ る 程 度 の 力 で 挟 む の で 、 接 地 電 極 に 必 ず 接 触 す る 状 態 が 自 然 の 動 作 の 中
か ら で き る （ 使 い や す く な る ） 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 （ ５ ） ： 接 地 電 極 を 押 圧 す る こ と に よ り 作 動 す る ス イ ッ チ を 備 え 、 ス イ ッ チ が 作 動 し た
時 、 指 紋 の 検 出 を 開 始 す る た め 、 必 要 な 時 の み 指 紋 認 識 動 作 を さ せ る こ と が で き 、 雑 音 等
に よ る 誤 動 作 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 通 常 、 人 が 指 を 机 上 に 置 く の は 指 先 を 接 触 さ せ る 動 作 が 普 通 で あ る 。 こ れ は 手 先 の 構 造
上 水 平 に 置 く の は 無 理 が あ る か ら で あ る 。 従 っ て 、 静 電 式 セ ン サ を 使 用 し 指 で ア ー ス を 取
る こ と が 要 求 さ れ る 指 紋 認 識 装 置 に 関 し て は 、 自 然 な 指 の 動 作 に 合 わ せ た 検 出 が 行 わ れ る
の が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ の よ う な 観 点 か ら 、 本 発 明 は 指 紋 認 識 装 置 の 縦 型 構 成 を 提 案 す る も の で あ る 。 縦 型 に
配 置 さ れ た 指 紋 セ ン サ を 親 指 と 挟 ん で セ ン サ 面 に 所 望 の 指 を 置 く の で 、 常 に 理 想 的 な 状 態
、 つ ま り 指 紋 セ ン サ に 指 の 腹 が 接 触 し 、 さ ら に 指 紋 セ ン サ 周 囲 に 配 設 さ れ た 接 地 電 極 に 接
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触 す る の で 高 精 度 の 指 紋 認 識 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 （ １ ） ： 指 紋 認 識 装 置 の 説 明
　 　 図 １ は 本 発 明 の 指 紋 認 識 装 置 の 説 明 図 で あ り 、 図 １ （ ａ ） は 指 紋 認 識 装 置 の 説 明 、 図
１ （ ｂ ） は 指 紋 認 識 の 説 明 で あ る 。 図 １ （ ａ ） に お い て 、 指 紋 認 識 装 置 は 、 本 体 の 基 板 １
が 台 ２ に 固 定 さ れ て お り 、 基 板 １ に は 中 央 に 指 紋 セ ン サ １ ０ が あ り 、 指 紋 セ ン サ １ ０ の 周
囲 に 接 地 電 極 ３ が 配 置 さ れ て い る 。 基 板 １ は 、 絶 縁 性 で 台 ２ に 固 定 さ れ る も の で あ る 。 台
２ は 、 指 紋 認 識 装 置 の 基 板 １ を 固 定 す る も の で あ る 。 接 地 電 極 ３ は 、 指 紋 セ ン サ １ ０ の 周
囲 を 囲 う よ う に 配 置 さ れ る も の で あ る 。 指 紋 セ ン サ １ ０ は 、 複 数 の 検 出 素 子 が 複 数 等 間 隔
に 配 列 さ れ た 図 ５ と 同 様 の 静 電 式 の セ ン サ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 １ （ ｂ ） に お い て 、 指 紋 セ ン サ １ ０ と 周 囲 に 配 置 さ れ た 接 地 電 極 ３ は 、 ほ ぼ 同 一 面 で
垂 直 に 配 置 さ れ 、 指 紋 検 出 時 に 親 指 と 指 紋 検 出 す る 指 １ ６ （ 例 え ば 、 同 じ 腕 の 人 差 し 指 ）
と で 挟 む 構 造 と す る 。 人 間 が 親 指 と 他 の 指 で 物 を 挟 む と き は 必 然 的 に 他 の 指 の 腹 を 当 て る
よ う に な る 。 従 っ て 、 指 紋 検 出 に は 、 望 ま し い 状 態 で あ り 、 し か も あ る 程 度 の 力 で 挟 む の
で 、 セ ン サ 周 囲 の 接 地 電 極 に 必 ず 指 が 接 触 す る 状 態 が 自 然 の 動 作 の 中 か ら で き る こ と と な
る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 （ ２ ） ： 指 紋 セ ン サ 面 と 反 対 面 に 接 地 電 極 を 設 け る 場 合 の 説 明
　 図 ２ は 指 紋 セ ン サ 面 と 反 対 面 に 接 地 電 極 を 設 け る 説 明 図 で あ り 、 図 ２ （ ａ ） は 指 紋 認 識
装 置 の 説 明 、 図 ２ （ ｂ ） は 指 紋 認 識 の 説 明 で あ る 。 図 ２ （ ａ ） に お い て 、 指 紋 認 識 装 置 は
、 指 紋 セ ン サ １ ０ が 取 付 け ら れ た 本 体 の 基 板 １ の 裏 面 に 接 地 電 極 ３ が 取 り 付 け ら れ て い る
。 他 の 構 造 は 図 １ と 同 じ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 指 紋 を 検 出 す る 指 １ ６ と 反 対 側 で あ る 親 指 側 に 接 地 電 極 ３ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 場 合
は 、 図 ２ （ ｂ ） の よ う に 、 指 紋 検 出 時 に 親 指 と 指 紋 検 出 す る 指 １ ６ （ 例 え ば 、 人 差 し 指 ）
と で 挟 む こ と に よ り 、 よ り 確 実 に 指 が 接 地 さ れ る こ と と な る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 ３ は 接 地 電 極 を 裏 面 全 体 に 設 け る 場 合 の 説 明 図 で あ る 。 図 ３ に お い て 、 指 紋 認 識 装 置
は 、 指 紋 セ ン サ １ ０ が 取 付 け ら れ た 本 体 の 基 板 １ の 裏 面 の 全 面 に 接 地 電 極 ３ が 取 り 付 け ら
れ て い る 。 こ の 場 合 は 、 指 紋 検 出 時 に 親 指 と 指 紋 検 出 す る 指 １ ６ と で 、 基 板 １ を 挟 む （ 指
紋 セ ン サ １ ０ と 接 地 電 極 ３ を 挟 む ） こ と に よ り 、 親 指 は 基 板 １ の 裏 面 の ど こ と 接 触 し て も
よ い た め 、 さ ら に 確 実 に 指 が 接 地 さ れ る こ と と な る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 （ ３ ） ： 動 作 開 始 ス イ ッ チ を 設 け る 場 合 の 説 明
　 図 ４ は 動 作 開 始 ス イ ッ チ を 設 け る 場 合 の 説 明 図 で あ る 。 図 ４ に お い て 、 指 紋 認 識 装 置 の
本 体 の 基 板 １ の 中 央 部 に 指 紋 セ ン サ １ ０ が 設 け て あ り 、 基 板 １ の 裏 面 に は 接 地 電 極 ３ が 絶
縁 性 の 板 ４ に 固 定 し て 配 置 さ れ て い る 。 ま た 、 板 ４ は 、 弾 性 体 ５ を 介 し て 基 板 １ に 取 り 付
け ら れ て い る 。 接 地 電 極 ３ に は 、 指 紋 認 識 動 作 開 始 ス イ ッ チ ６ を 構 成 す る 一 方 の 接 点 が あ
り 、 基 板 １ 側 に 他 方 の 接 点 が あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 指 紋 認 識 動 作 開 始 ス イ ッ チ ６ は 、 接 地 電 極 ３ が 押 圧 さ れ る こ と に よ り 、 弾 性 体 ５ が 圧 縮
さ れ る た め 、 接 地 電 極 ３ 側 の 接 点 と 基 板 １ 側 の 接 点 が 接 触 し て オ ン （ 閉 ） と な る 。 こ れ に
よ り 、 指 紋 認 識 装 置 の 指 紋 の 認 識 動 作 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 上 記 で は 弾 性 体 ５ は 、 板 ４ に 固 定 さ れ る 説 明 を し た が 、 接 地 電 極 ３ と 基 板 １ の 間 に 固 定
す る よ う に し て も よ い 。 ま た 、 弾 性 体 ５ は 、 コ イ ル バ ネ 、 板 バ ネ 、 ゴ ム 等 で 構 成 す る こ と
が で き る 。 こ の よ う に 、 接 地 電 極 ３ に か か る 圧 力 を 感 知 し て 動 作 す る 指 紋 認 識 動 作 開 始 ス
イ ッ チ ６ を 設 け る こ と に よ り 、 必 要 な 時 の み 指 紋 認 識 動 作 を さ せ る こ と が で き 、 雑 音 等 に
よ る 誤 動 作 を 防 止 す る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ３ ４ 】
　 な お 、 前 記 の 例 で は 、 指 紋 認 識 動 作 開 始 ス イ ッ チ ６ は 、 基 板 １ の 裏 面 に 接 地 電 極 ３ を 設
け た 指 紋 認 識 装 置 に 取 り 付 け る 説 明 を し た が 、 指 紋 セ ン サ １ ０ と 接 地 電 極 ３ が 同 一 面 に 配
置 さ れ る も の に も 適 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ま た 、 接 地 電 極 ３ を ア ー ス 電 位 に 接 続 す る 説 明 を し た が 、 他 の 電 位 （ 基 準 電 位 ） と 接 続
す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 さ ら に 、 親 指 を 指 紋 検 出 す る 指 １ ６ と す る 場 合 は 、 親 指 を 指 紋 セ ン サ １ ０ に 接 触 さ せ 、
他 の 指 （ 人 差 し 指 等 ） で 基 板 １ を 挟 む よ う に す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 指 紋 認 識 装 置 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 指 紋 セ ン サ 面 と 反 対 面 に 接 地 電 極 を 設 け る 説 明 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 接 地 電 極 を 裏 面 全 体 に 設 け る 場 合 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 動 作 開 始 ス イ ッ チ を 設 け る 場 合 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 従 来 の 指 紋 セ ン サ の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 従 来 の 指 紋 認 識 装 置 の 説 明 図 （ １ ） で あ る 。
【 図 ７ 】 従 来 の 指 紋 認 識 装 置 の 説 明 図 （ ２ ） で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 １ 　 基 板 （ 本 体 基 板 ）
　 ２ 　 台
　 ３ 　 接 地 電 極
　 １ ０ 　 指 紋 セ ン サ
　 １ ６ 　 指 紋 を 検 出 す る 指
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】
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